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 この度、本所賀川記念館の館長に着任い

たしました、増淵 順と申します。どうぞ

宜しくお願いいたします。 

 

 

「ある日、学校から帰った少年はテーブル

の上においてあるりんごを見つけます。…

…でももしかしたら これはりんごじゃな

いかもしれない」 

（「りんごかもしれない」 

ヨシタケシンスケ著ブロンズ新社 2013 年）

 

 先日、学童クラブのお友だちから、ある

1冊の本を紹介してもらいました。それは、

ヨシタケシンスケさんの作品で「りんごか

もしれない」という絵本です。この物語は、

上述の場面から始まります。その後も、主

人公の少年の頭の中では、テーブルにおい

てあるリンゴが、サクランボやブドウゼリ

ーになり、そしてついには宇宙船に変身し、

そして最後には……。子どもの持つ想像力

や発想力を作者オリジナルの表現で表した

この作品。作者ご自身も、お二人のお子さ

んがおり、そのお子さんの様子から、発想

のヒントを得られたそうです。 

確かに、大人から見ると「りんご」は「り

  

んご」であり、ましてやテーブルの上にお

いてあったら、きっと疑うことすらしない

かもしれません……。 

 

 私も普段、学童クラブや児童館で子ども

たちの遊びの様子を見ている中で、例えば、

大人には 1枚の「布」にしか見えなくても、

子どもたちの手にかかれば、ある時にはそ

れが「遠足ごっこ」のレジャーシートにな

ったり、「冒険ごっこ」では海原になったり、

空飛ぶ魔法の絨毯になったりと……その自

由な世界観の中で、変幻自在にいろいろな

「モノ」へと大変身させていきます。改め

てその発想力には、ただ驚かされる毎日で

す。 

 

 また、子どもたちのこれらの力が育まれる

ためには、遊びなどたくさんの「体験」があ

ると良いそうです。今年度も各現場では、楽

しい行事を計画しています。もちろん、時に

はケンカもあるかもしれません、上手くいか

ない時もあるかもしれません。しかし、それ

らも大切な体験だと考えます。日常にある一

つひとつの「遊び」や毎日の生活も大切にし

ながら、子どもたちのより多くの「楽しい体

験」に繋げることができるよう、運営してい

きたいと思います。 

  



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回のコスモス食堂は 

5 月 18 日（土） 

になります。メニューや実施時間・申し込

み期間などの詳細は 5 月上旬にお配りい

たしますので、ご覧ください。 

学童クラブ 

【賀川研究会】 

「関東大震災救援活動における 

吉野作造、賀川豊彦、末広厳太郎」 

専修大学社会科学研究所 2013 

シンポジウム発題講演 

『賀川豊彦研究』第 61 号 2014 年発行 

2024 年 4 月 18 日(木)19:00～20:00

    本所賀川記念館３F ホールにて 

記念館トピック 

 

  ピアノ教室 

毎週月曜日 

講師：土屋 紘枝先生 
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    美術教室  

第２～４週水曜日 15：00～17：00 

講師：亀田谷亜礼先生 

 みんなのびのびとお絵描きや工作を楽しんでいます。描いたり、

作ったりすることがもっと好きになる美術教室です。 

 

保育園から小学校高学年のお友だちまで、それぞれ

目標を設けてピアノの練習を楽しんでいます♪ 

3 月 2６日にお楽しみ遠足で鉛筆工場に行きました。当日は強い雨が降っていたため子

どもたちが「今日の遠足行くよね？中止にならないよね？」と心配している様子があり

ました。鉛筆工場は鉛筆の豆知識だけではなく、作られる工程で出るおが屑を利用した、

もくねんさん粘土による鉛筆作りの体験ができました。「手作り鉛筆はどんな形にしよう

かな～。」「鉛筆を１００本作って２年生の勉強を頑張る！」と楽しみにしている様子が

ありました。 

また、遠足の中で１年生を気遣ってくれた上級生に成長を感じました。職員の声に気

付いていないお友だちに肩を叩いて教える姿や、電車内では「ここにつかまりな。」と優

しい声をかけている姿など、自分だけでなく周りの人にも気を配ることができる上級生

の姿が何度も見られました。職員や上級生の言葉に耳を傾け、落ち着いて行動すること

が出来たからこそ楽しい遠足になったと思います。それぞれの「できること」がたくさ

ん増えたからこそ、安全で楽しい遠足になったのだと思います。学年が上がって、より

たくさん「できること」を増やして様々な行事や毎日の育成を楽しんでいければと思い

ます。(斎藤) 

 

コスモス食堂 


